
Teacher’s Manual：LANDMARK English Communication I 

Can-Doリスト解説書 

Can-Do尺度に基づいた学習と評価のアプローチおよび授業展開例 

付属資料 

 

 

 本付属資料は「Can-Do リスト解説書」を補足すべく開発が行われた。サンプルとして

あげた下記付属資料は、福岡県立香住丘高等学校との共同研究のもとで、実際に解説書を

利用しながら、年間を通じて行ってきた授業実践をもとに編集を行ったものである。 

 

①「観点別シラバス」サンプル（4ページ） 

②「自己評価チェックリスト」サンプル（2ページ） 

③「発問シナリオ」（授業展開）サンプル（16ページ） 

 

2013 年 3 月に文部科学省初等中等教育局より、『各中・高等学校の外国語教育における

「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定のための手引き』が公表され、各中学校・

高等学校では、学年ごと及び卒業時の学習到達目標を「英語を使って何ができるか」とい

った Can-Do リストの形で設定し、リストの内容を具体的に年間指導計画と単元計画に反

映させることが期待されるようになった。その上で、到達目標の達成状況を把握するため

の評価計画を立て、指導と評価を一体化させることで、「教科書を教える」のではなく、「教

科書で何を教える」のか、さらには、最終的なパフォーマンスから遡り、どのようにその

発達過程を評価し、活動を設計するかを考えることが求められていると言えるだろう。 

（「手引き」URL：http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1332306.htm） 

 Can-Doリストに基づいた学習到達目標の評価においては、観点別学習状況評価のうち、

「外国語表現の能力」及び「外国語理解の能力」の観点と関連させて位置付けることが想

定されている。単元ごとの評価規準を年間を通じてどのような能力を身につけて行くのか

の目標と対応させ、スパイラルに評価を行っていくことが考えられる。本付属資料の「観

点別シラバス」はそのような観点別学習目標の設定と評価に、いかに Can-Do リストの到

達目標を反映させるかの例を示している。より包括的には、「手引き」において、学習到達

目標から年間指導計画、また単元計画への反映のさせ方の具体的な流れが記載されている

ので、本付属資料とあわせて参照してほしい。 

 「手引き」にはまたこうした Can-Do リストの教員と生徒間での目標の共有による自律

的学習者としての態度の育成が趣旨として掲げられている。本付属資料においては、教員

向けの「観点別シラバス」と並行して、生徒向けに記述をあらためた「自己評価チェック



 
 

リスト」の例についても扱っている。さらには、新学習指導要領下において、「英語で英語

の授業を教える」にあたって、解説書で取り上げた「本文の各パートの Q&A に基づいた

Can-Do 尺度例」に基づいた授業展開のための「発問シナリオ」例を付属資料に含めた。

以下にそれぞれの付属資料の取り扱い留意事項及び活用方法について記す。 

 

①「観点別シラバス」サンプル 

……「理解」と「表現」の能力の目標・評価の観点について、Can-Do リストの形で簡潔

にシラバス上に記述している。それぞれの観点ごとに扱っているレッスン番号を付記して

いるが、ひとつひとつの目標をそれぞれの単元で毎回すべて扱うのではなく、本文の内容

の深め方や活動の焦点に合わせながら、年間を通じて繰り返し扱うように設計している。

シラバスを中間期末考査ごとに区切ることでサイクルを設け、観点によっては年間を通じ

て次第に難易度をあげていくものや通年で伸ばしていくものなど工夫をしている。例にあ

げたのは SSH（Super Science High School）クラスでの実践を下敷きにしたものであり、

科学英語を扱ったレッスンを選択し、配列を並び替え、扱う比重も、例えば Lesson 4は重

くし、活動を深めるなど、長期的な見通しの下での授業時数の柔軟な調整を行っている。 

②「自己評価チェックリスト」サンプル 

……自己評価における内省にあたり、具体的に活動を想起しやいように、教材名等を明記

して文脈化を図ると同時に、観点別での評価基準を意識した質的及び量的な評価指標を記

述に含めている。「何ができるか」だけでなく、「何がどうできるか」を記述し、解説書で

扱った尺度（リスト）の段階化を踏まえたものとしている。技能統合のクロスレファレン

スだけでなく、前後期のチェックリストで共通項目と発展項目も分かるようにすることで、

能力発達へのメタ認知を育て、できる感を感じさせる工夫をしている。また、能力（でき

るか）だけでなく、ニーズ（やりたいか）についても、能力と関連させて尋ねることで、

授業への主体的関与を促進する自己の目標設定や自律的学習への動機づけも図っている。 

③「発問シナリオ」（授業展開）サンプル 

……本文理解の深さを問う発問活動に関して、「前提」「命題」「展開」といった情報理解を

進めて行く上で、理解への足場作りをどう行い、表面的な理解に留まらず、個人的理解に

落とし込んでいくために、それぞれの質問をいかに関連づけ、文脈化していくかを、具体

的な授業展開のシナリオに書き起こして示している。実際の授業においても、こうしたシ

ナリオを毎回の授業に先だって開発し、教員間で共有することで、Can-Do リストが形骸

化することなく、授業に組み込まれる一助となる。サンプルでは Lesson 4を取り上げたが、

インプットからアウトプットへとつなげるために、内容について学び、考えさせるような、

CLIL（内容言語統合型学習）的なアプローチを採用している。 

 

「発問シナリオ」については、他のレッスンについてもウェブ上に順次アップしていく

予定である。解説書とあわせて参照し、教員の興味を活かした深い授業に仕立ててほしい。 

 

 [編集] 長沼君主（東海大学准教授）     

永末温子（福岡県立香住丘高等学校教諭） 
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LANDMARK English Communication I「観点別シラバス」サンプル①【前期中間】 

月 単  元 学習内容 学習目標と評価の観点 

前期 

 

 

4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 

高校英語入門 

 

 

LANDMARK 

Lesson 1 

What Can Blood 

Type Tell Us? 

 

 

 

 

 

 

LANDMARK 

Lesson 5 

Biodiesel 

Adventure 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期中間考査 

 

LANDMARK 

Lesson 4 

Gorillas and  

Humans  

高校での英語学習準備 

（春休み課題） 

 

授業での学習のﾎﾟｲﾝﾄ 

(1)音読 

意味の区切りで読む。 

（ﾁｬﾝｸﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾙｯｸｱｯﾌﾟ・ 

ｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ） 

 

(2)テキスト理解 

「英語」を「英語」で 

理解する。 

 

(3)技能統合活動 

読んだり、聞いたりした内

容を話したり、書いたりす

る活動につなげていく。 

教科書の英文の内容を基本

に発展的な自己表現活動を

行う。 

 

(4)速読演習 

英文を速く正確に、英語で

理解するｽｷﾙ演習を行う。 

 

(5)補充ﾘｰﾃﾞｨﾝｸ  ゙

教科書の本文の内容に関連

する英文読解を行う。 

 

(6)発表活動 

学習内容をﾍﾞｰｽに、意見交

換・ｽﾋﾟｰﾁﾗｲﾃｨﾝｸﾞ発表・ﾚﾎﾟ

ｰﾄ作成を行う。 

前期中間考査までの学習の目標・評価の観点 

①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度 

□科学に関する紹介文や説明文を読んで、情報や考えを積極的に

理解しようとする。 

□科学に関する紹介文や説明文を読んだ後で、意見を積極的に交

換しようとする。 

 

②外国語表現の能力  

□単語の正しい強勢、文の正しい強勢、ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、教科

書を音読することができる。(L1, L5) 

□英語で自己紹介文を書き、自己紹介ｽﾋﾟｰﾁを行うことができる。

(L1) 

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰに図示された情報をもとに、テキストの全体

的な流れを理解し、口頭で説明できる。(L1) 

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰに図示された情報をもとに、テキストの全体

的な流れとﾊﾟｰﾄごとの内容の関係を理解し、口頭で説明できる。

(L5) 

□教科書の本文を読んだ後で、その内容について意見交換するこ

とができる。(L5) 

□教科書本文をﾊﾟｰﾄごと読んだ後で、要約の穴埋めをすることが

できる。(L1, L5) 

 

③外国語理解の能力 

□教科書本文を読んで、本文の流れを理解して命題となる質問に

英語で答えることができる。(L1, L5) 

□ｸﾗｽﾒｰﾄが行う自己紹介の内容を理解することができる。（L1） 

□意見交換において、ｸﾗｽﾒｰﾄの意見を理解することができる。(L5) 

□教科書本文に関連した英文を読み、ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの中の文と文のつな

がりを理解し、全体の流れもある程度理解できる。(L1, L5) 

 

④言語や文化についての知識・理解 

□血液型性格診断における日本人と外国人の考え方の差を理解す

る。(L1) 

□発問を通して、教科書本文中の特定の言語的ﾆｭｱﾝｽに気づく。

(L5) 
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LANDMARK English Communication I「観点別シラバス」サンプル②【前期期末】 

月 単  元 学習内容 学習目標と評価の観点 

前期 

7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 

 

 

9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

LANDMARK 

Lesson 4 

Gorillas and  

Humans 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（速読演習１） 

速読教材[RP] 

 

LANDMARK 

Lesson 4 

Gorillas and  

Humans 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期期末考査 

 

 

Lesson 6 

LANDMARK 

The Doctor with 

the Hands of God 

 

 

授業での学習のポイント 

(1)音読 

意味の区切りで読む。 

（ﾁｬﾝｸﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾙｯｸｱｯﾌﾟ・ 

ｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ） 

 

(2)テキスト理解 

「英語」を「英語」で 

理解する。 

 

(3)技能統合活動 

読んだり、聞いたりした内

容を話したり、書いたりす

る活動につなげていく。 

教科書の英文の内容を基本

に発展的な自己表現活動を

行う。 

 

(4)速読演習 

英文を速く正確に、英語で

理解するｽｷﾙ演習を行う。 

 

(5)補充ﾘｰﾃﾞｨﾝｸ  ゙

教科書の本文の内容に関連

する英文読解を行う。 

 

(6)発表活動 

学習内容をﾍﾞｰｽに、意見交

換・ｽﾋﾟｰﾁﾗｲﾃｨﾝｸﾞ発表・ﾚﾎﾟ

ｰﾄ作成を行う。 

前期期末考査までの学習の目標・評価の観点 

①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度 

□科学に関する説明文を読んで、情報や考えを積極的に理解しよ

うとする。 

□科学に関する説明文を読んだ後で、ﾚﾎﾟｰﾄを書いたり、ｽﾋﾟｰﾁを

したりして積極的に自己発信しようとする。 

 

②外国語表現の能力  

□英文の正しい強勢、ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味の区切りに気をつ

けて教科書を音読することができる。(L4) 

□教科書の英文の CD にあわせてｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞすることができる。

(L4) 

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰに図示された情報をもとに、テキストの全体

的な流れとﾊﾟｰﾄごとの内容の関係を理解し、口頭で説明できる。

(L4) 

□教科書の本文を読んだ後で、その内容について意見交換するこ

とができる。(L4) 

□教科書本文をﾊﾟｰﾄごと読んだ後で、要約の穴埋めをすることが

できる。(L4) 

□教科書本文と関連したﾃｰﾏについて考え、ｽﾋﾟｰﾁを書き行うこと

ができる。(L4) 

 

③外国語理解の能力 

□教科書本文を読んで、本文の流れを理解して命題となる質問に

答え、さらに背景的事実も理解し、英語で答えることができる。

(L4) 

□教科書の内容と関連したｽﾋﾟｰﾁの内容を理解することができる。

(L4) 

□意見交換において、ｸﾗｽﾒｰﾄの意見を理解することができる。(L4) 

□教科書本文に関連した英文を読み、ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの内容を理解するこ

とができ、全体の流れもある程度理解することができる。(L4) 

□比較的平易な英文を100wpmで読み、内容を十分に理解するこ

とができる。(RP) 

 

④言語や文化についての知識・理解 

□発問を通して、教科書本文中の特定の言語的ﾆｭｱﾝｽに気づく。

(L4) 

□絶滅危惧種に関する知識を理解する。(L4) 

□環境問題などの科学分野に関する知識を深め、科学分野の語彙

に慣れる。(L4) 
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LANDMARK English Communication I「観点別シラバス」サンプル③【後期中間】 

月 単  元 学習内容 学習目標と評価の観点 

後期 

10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LANDMARK 

Lesson6 

The Doctor with 

the Hands of God 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（速読演習2） 

速読教材[RP] 

 

 

 

 

 

LANDMARK 

Lesson 7 

Eco-tour in  

Yakushima 

 

 

 

 

 

 

後期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業での学習のポイント 

(1)音読 

意味の区切りで読む。 

（ﾁｬﾝｸﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾙｯｸｱｯﾌﾟ・ 

ｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ） 

 

(2)テキスト理解 

「英語」を「英語」で 

理解する。 

 

(3)技能統合活動 

読んだり、聞いたりした内

容を話したり、書いたりす

る活動につなげていく。 

教科書の英文の内容を基本

に発展的な自己表現活動を

行う。 

 

(4)速読演習 

英文を速く正確に、英語で

理解するｽｷﾙ演習を行う。 

 

(5)補充ﾘｰﾃﾞｨﾝｸ  ゙

教科書の本文の内容に関連

する英文読解を行う。 

 

(6)発表活動 

学習内容をﾍﾞｰｽに、意見交

換・ｽﾋﾟｰﾁﾗｲﾃｨﾝｸﾞ発表・ﾚﾎﾟ

ｰﾄ作成を行う。 

後期中間考査までの学習の目標・評価の観点 

①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度 

□科学に関する説明文を読んで、情報や考えを積極的に理解しよ

うとする。 

□科学に関する説明文を読んだ後で、ﾚﾎﾟｰﾄを書いたり、自分の意

見を述べたりして積極的に自己発信しようとする。 

 

②外国語表現の能力  

□英文の正しい強勢、ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味の区切りに気をつ

けて教科書を音読することができる。 (L6, L7) 

□教科書の英文の CD にあわせてｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞすることができる。

(L6, L7) 

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰに図示された情報をもとに、テキストの全体

的な流れとﾊﾟｰﾄごとの内容の関係を理解し、口頭で説明できる。

(L7) 

□教科書本文をﾊﾟｰﾄごと読んだ後で、要約の穴埋めをすることが

できる。(L6, L7) 

□教科書本文を読んで、内容の要約を書くことができる。(L6, L7) 

□教科書本文を読んだ後で、その内容について意見交換すること

ができる。(L6, L7) 

 

③外国語理解の能力 

□教科書本文を読んで、本文の流れを理解して命題となる質問に

答え、さらに背景的事実も理解し、英語で答えることができる。

(L6, L7) 

□意見交換において、ｸﾗｽﾒｰﾄの意見を理解することができる。(L6, 

L7) 

□教科書本文に関連した英文を読み、ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの内容を理解するこ

とができ、全体の流れもある程度理解することができる。(L6, 

L7) 

□比較的平易な英文を100wpmで読み、内容を十分に理解するこ

とができる。(RP) 

 

④言語や文化についての知識・理解 

□医学や環境問題になどの科学分野に関する知識を深め、科学分

野の語彙に慣れる。(L6, L7) 

□世界遺産に関する知識を理解する。(L7) 
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LANDMARK English Communication I「観点別シラバス」サンプル④【後期期末】 

月 単  元 学習内容 学習目標と評価の観点 

後期 

12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 

 

 

 

 

2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

LANDMARK 

Lesson 7 

Eco-tour in  

Yakushima 

 

（速読演習3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

LANDMARK 

Lesson 9 

Space Elevator 

 

 

 

 

科学系英文教材[RD] 

（CLIL教材） 

Ocean life 

 

後期期末考査 

 

（速読演習4） 

 

科学系英文教材[SW] 

（英国科学教科書） 

Physics (Space) 

授業での学習のポイント 

(1)音読 

意味の区切りで読む。 

（ﾁｬﾝｸﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾙｯｸｱｯﾌﾟ・ 

ｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ） 

 

(2)テキスト理解 

「英語」を「英語」で 

理解する。 

 

(3)技能統合活動 

読んだり、聞いたりした内

容を話したり、書いたりす

る活動につなげていく。 

教科書の英文の内容を基本

に発展的な自己表現活動を

行う。 

 

(5)補充ﾘｰﾃﾞｨﾝｸ  ゙

教科書の本文の内容に関連

する英文読解を行う。 

 

(6)発表活動 

学習内容をﾍﾞｰｽに、意見交

換・ｽﾋﾟｰﾁﾗｲﾃｨﾝｸﾞ発表・ﾚﾎﾟ

ｰﾄ作成を行う。 

後期期末考査までの学習の目標・評価の観点 

①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度 

□科学に関するより専門的な英文を読んで、情報や考えを探求的

に理解しようとする。 

□科学に関するより専門的な英文を読んだ後で、ﾚﾎﾟｰﾄを書いた

り、ｽﾋﾟｰﾁやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝをしたりして積極的に自己発信しよう

とする。 

 

②外国語表現の能力  

□英文の正しい強勢、ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味の区切りに気をつ

けて教科書を音読やｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞすることができる。(L7, L9) 

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰに図示された情報をもとに、ﾃｷｽﾄの全体的な

流れとﾊﾟｰﾄごとの内容の関係を理解し、口頭で説明できる。 

(L7, L9) 

□教科書の英文を読みながら、協同でﾃｷｽﾄの流れと関係を整理し

て図示できる。(L9) 

□教科書本文を読んで、内容の要約を書くことができる。(L7, L9) 

□教科書本文と関連したﾃｰﾏについて考え、ｽﾋﾟｰﾁを書き行うこと

ができる。(L9) 

□教科書本文と関連したﾃｰﾏについて考え、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの

原稿を書き行うことができる。(L7) 

□教科書本文を読んだ後で、その内容について意見交換すること

ができる。(L7, L9, RD, SW) 

 

③外国語理解の能力 

□教科書本文を読んで、本文の流れを理解して命題となる質問に

答え、さらに背景的知識も理解し、英語で答えることができる。 

(L7, L9) 

□教科書の内容と関連したｽﾋﾟｰﾁやｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの内容を理

解することができる。(L7, L9, RD) 

□意見交換において、ｸﾗｽﾒｰﾄの意見を理解することができる。(L7, 

L9, RD, SW) 

□教科書本文に関連した英文を読み、ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの内容を理解するこ

とができ、全体の流れも十分理解することができる。(L7, L9) 

□比較的平易な英文を120wpmで読み、内容を十分に理解するこ

とができる。(RP) 

 

④言語や文化についての知識・理解 

□科学分野の語彙を十分理解し、使う。(L7, L9, RD, SW) 

□世界遺産に関する知識を理解する。(L7) 

□海洋生物や宇宙開発等の科学的知識を理解する。(L7, RD, SW) 

 

 

 

 



GRADE 1

【1年前期】

 4: I can do this easily. （余裕を持ってできる）

 3: I can do this under normal circumstances. （通常であればできる）

 2: I can do this with difficulty. （難しいけれどもできる）

 1: I cannot do this. （難しくてできない）

 4: I can do this, but I want to do this more. （できるけど、もっとやりたい）

 3: I can do this, so I don't want to do this. （できるから、やらなくてよい）

 2: I can't do this, but I don't want to do this. （できないけど、やりたくない）

 1: I cannot do this, so I want to do this. （できないから、やりたい）

Can-Do Needs

SPEAKING 1～4 1～4

S11
コミュⅠ
R11L11技能統合
S21基礎

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、本
文の流れを理解して命題となる質問に英語で答え、さらに背景的事実も理解して英語で答えるる
ことができる。

S12
英表Ⅰ
W11L12技能統合

80語程度の簡単な表現で書いた自己紹介スピーチを1分程度行うことができ、スピーチの内容に
関する簡単な質問に答えることができる。

S13 英表Ⅰ
会話において、自分のこと（興味・趣味・好きなこと・嫌いなこと・まわりの出来事・学校生活）や自
分の家族のことを簡単な表現でやりとりすることができる、

S14
コミュⅠ
W12技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、血
液型と人のﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨｰの関係等、そのﾚｯｽﾝのﾃｰﾏに対する自分の意見を明確にして、その理由
や具体例を示しながら述べることができる。

S15
コミュⅠ
W13技能統合
S25共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、
Graphic Summary Chartに図示された情報をもとに、ﾃｷｽﾄの全体的な流れとﾊﾟｰﾄごとの関係を
理解し、口頭で説明することができる。

WRITING

W11
英表Ⅰ
S12技能統合

1分程度の自己紹介を行うために80語程度のスピーチを簡単な表現で書くことができる。

W12
コミュⅠ
S14技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、血
液型と人のﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨｰの関係等、そのﾚｯｽﾝのﾃｰﾏに対する自分の意見を明確にして、その理由
や具体例を示す英文を80語程度で書くことができる。

W13
コミュⅠ
S15技能統合
W23共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、
Graphic Summary Chartに図示された情報をもとに、ﾃｷｽﾄの全体的な流れとﾊﾟｰﾄごとの関係を
説明する英文を書くことができる。

W14 コミュⅠ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、本
文の内容を踏まえながら自分が実行したいEco-Friendly 活動について、具体例を示しながら60

語程度の英文を書くことができる。

W15
コミュⅠ
W25基礎

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、本
文の内容を踏まえながら、絶滅危惧種に関する現状と絶滅危惧種を救うための自分の意見を表
す150語程度の英文を書くことができる。

Can-Do Needs

READING 1～4 1～4

R11
コミュⅠ
S11L11技能統合
R21基礎

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK　English Communication Ⅰの英文を読む際に、本文
の流れを踏まえて命題となる重要な内容やその前提となる背景的事実を理解することができる。

R12
コミュⅠ
R22基礎

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書のLANDMARK English Communicaiton Ⅰの英文の正しい強勢、ｲ
ﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味の区切りに気をつけて音読することができる。

R13
コミュⅠ
R23共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ教科書LANDMARK English Communiciation Ⅰの内容に関連したﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
補助教材のﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの内容を理解することができ、全体の流れもある程度理解することができる。

R14
コミュⅠ
R24基礎

【速読教材】の英文を100wpmで正確に読むことができる。

R15 コミュⅠ
土曜補習のﾃｷｽﾄ【長文読解教材】の400語程度の教科書レベルで比較的長い英文の全体の流
れを理解するのは難しいが、ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの中の文と文とのつながりはわかる。

LISTENING

L11
コミュⅠ
S11R11技能統合
L21基礎

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの授業中、日本人教師の比較的簡単な指示・説明・質問であれば大体理解で
きる。

L12
英表Ⅰ
S12技能統合

ｸﾗｽﾒｰﾄの自己紹介ｽﾋﾟｰﾁを聞いて、本人や家族や身の回りのことについてゆっくり話されている
内容を十分に理解できる。

L13
コミュⅠ
L23共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書のLANDMARK　English Communication ⅠのCommunicationﾊﾟｰ
ﾄListeningｾｸｼｮﾝの比較的短めなｽﾋﾟｰﾁの内容を正確に聞き取ることができる。

L14
コミュⅠ
L24基礎

【音声による文法ﾜｰｸﾌﾞｯｸ】の既習の文法事項に留意しながら、2回聞けば10語前後の英文の空
欄部分を正確にﾃﾞｨｸﾃｰｼｮﾝすることができる。

L15
コミュⅠ
L25共通

【ﾘｽﾆﾝｸﾞ教材】の比較的長い会話の内容の概要を大体理解することができる。

 外国語理解の能力

Can-Do

できる度
チェック

Needs

やりたい度
チェック

 Self-Assessment Checklist

 外国語表現の能力
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GRADE 2

【1年後期】

 4: I can do this easily. （余裕を持ってできる）

 3: I can do this under normal circumstances. （通常であればできる）

 2: I can do this with difficulty. （難しいけれどもできる）

 1: I cannot do this. （難しくてできない）

 4: I can do this, but I want to do this more. （できるけど、もっとやりたい）

 3: I can do this, so I don't want to do this. （できるから、やらなくてよい）

 2: I can't do this, but I don't want to do this. （できないけど、やりたくない）

 1: I cannot do this, so I want to do this. （できないから、やりたい）

Can-Do Needs

SPEAKING 1～4 1～4

S21
コミュⅠ
R21L21技能統合
S11発展

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、本
文の流れを理解して命題となる質問に答え、さらに詳細な内容の展開も理解して英語で答えること
ができる。

S22 コミュⅠ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの副教材【科学英文教材（CLIL教材）】の英文を読んだ後で、海洋生物
の生態や絶滅の危機に瀕している海洋生物などの科学的内容について意見交換することが
できる。

S23
コミュⅠ／英表Ⅰ
W22L22技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの副教材【科学英文教材（CLIL教材）】 に示されている科学分野の語彙・表現
を用いて、海洋生物の食物連鎖や絶滅の危機に瀕している海洋生物に関してｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ
ﾝを行うことができる。

S24
コミュⅠ／英表Ⅰ
W24L22技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟごとに選んだ興味ある世界遺産に関してｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行い、さらに事実確認の質問
や、簡単な感想を述べることができる。

S25
コミュⅠ
W23技能統合
S15共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、
Graphic Summary Chartに図示された情報をもとに、ﾃｷｽﾄの全体的な流れとﾊﾟｰﾄごとの関係を
理解し、口頭で説明することができる。

WRITING

W21
コミュⅠ／英表Ⅰ
L23技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書のLANDMARK　English Communication ⅠのCommunicationﾊﾟｰ
ﾄListeningｾｸｼｮﾝの比較的短めなｽﾋﾟｰﾁの内容を正確に聞きとって要約した上で、ｽﾍﾟｰｽｴﾚﾍﾞｰ
ﾀｰを利用した宇宙旅行に関して自分の考えを付加して英文を書くことができる。

W22
コミュⅠ／英表Ⅰ
S23L22技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの副教材【科学英文教材（CLIL教材）】 に示されている科学分野の語彙・表現
を用いて、補助資料も参考にしながら海洋生物の食物連鎖や絶滅の危機に瀕している海洋生物
に関するｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行うための原稿を書くことができる。

W23
コミュⅠ
S25技能統合
W13共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、
Graphic Summary Chartに図示された情報をもとに、ﾃｷｽﾄの全体的な流れとﾊﾟｰﾄごとの関係を
説明する英文を書くことができる。

W24
コミュⅠ／英表Ⅰ
S24L22技能統合

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟごとに選んだ興味ある世界遺産に関してｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行うための原稿を書くことが
できる。

W25
コミュⅠ
W15発展

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK English CommunicationⅠの英文を読んだ後に、本
文の内容を踏まえ、補助資料を参考にしながらEco-tourismに関して賛否両論を表す150程度の
英文を書くことができる。

Can-Do Needs

READING 1～4 1～4

R21
コミュⅠ
S21L21技能統合
R11発展

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書LANDMARK　English Communication Ⅰの英文を読む際に、本文
の流れを踏まえて命題となる重要な内容や、詳細な内容の展開も理解することができる。

R22
コミュⅠ
R12発展

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書のLANDMARK English Communicaiton Ⅰの英文の正しい強勢、ｲ
ﾝﾄﾈｰｼｮﾝを理解し、意味の区切りに気をつけて音読やｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞすることができる。

R23
コミュⅠ
R13共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ教科書LANDMARK English Communiciation Ⅰの内容に関連したﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
補助教材のﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの内容を理解することができ、全体の流れも理解することができる。

R24
コミュⅠ
R14発展

【速読教材】の英文を120wpmで正確に読むことができる。

R25 コミュⅠ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの副教材【科学英文教材（CLIL教材）】を読んで科学分野の知識を理解
することができ、全体の流れも十分理解することができる。

LISTENING

L21
コミュⅠ
S21R21技能統合
L11発展

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの授業中、日本人教師のある程度複雑な指示・説明・質問であっても大体理
解できる。

L22
コミュⅠ／英表Ⅰ
S23S24技能統合

ｸﾗｽﾒｰﾄの視覚補助教材を用いたゆっくりと話される科学分野に関する英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの内容
を、十分理解できる。

L23
コミュⅠ
W21技能統合
L13共通

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰの教科書のLANDMARK　English Communication ⅠのCommunicationﾊﾟｰ
ﾄListeningｾｸｼｮﾝの比較的短めなｽﾋﾟｰﾁの内容を正確に聞き取ることができる。

L24
コミュⅠ
L14発展

【英文法ﾍﾞｰｽのﾃﾞｨｸﾃｰｼｮﾝ教材】の10語前後の英文を既習文法に留意しながら3回聞いて、内容
を保持しほぼ正確にﾃﾞｨｸﾃｰｼｮﾝすることができる。

L25
コミュⅠ
L15共通

【ﾘｽﾆﾝｸﾞ教材】の比較的長い会話の内容の概要を大体理解することができる。

 外国語理解の能力

 Self-Assessment Checklist

Can-Do

できる度
チェック

Needs

やりたい度
チェック

 外国語表現の能力
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本文理解の深さを問う発問活動（各パート Q&A活動）Can-Do尺度例 

「教科書本文を読んで、本文の流れを踏まえて重要な内容を理解することができる」 

① 前提となる背景的事実や出来事について答えることが難しい。 

② 前提となる背景的事実や出来事について答えることができる。  …… ②「前提」発問 

③ 中心の命題（イイタイコト）について答えることができる。   …… ③「命題」発問 

④ 背後の理由や詳細情報などの展開について答えることができる。 …… ④「展開」発問 

※ Teacher’s Manual ⑦「Can-Doリスト解説書」（pp.4-5, p.33, pp.35-36）参照 

 

Lesson 4“Gorillas and Humans”【Part 1】 

 

【イントロダクション】 

T: Today, we start to study “Lesson 4 Gorillas and Humans”. Have you ever seen gorillas in the zoo 

or on TV? I suppose that many of you have seen gorillas in the zoo or on TV before. What do you 

know about gorillas? 

S: They are big animals. They have long arms and long black hair. 

S: They live in Africa. They like bananas. 

T: Do you know where gorillas live in Africa? Do they really live on bananas? First of all, let’s check 

where they live. 

T: Look at the map on the worksheet.（TM補充資料, p.19）As you can see, there are 3 main areas 

where gorillas live in Africa. They are Nigeria, the Western part of Congo, and the Eastern part of 

Congo near Lake Edward. Gorillas cannot eat bananas in these countries. Lesson 4 is about the 

interview with Professor Yamagiwa. Let’s see what he says about gorillas. 

 

【山極教授について】  

T: Now take a look at the first line of the interviewer. Where does Professor Yamagiwa work for? 

S: He is a professor at Kyoto University. 

T: That’s right. He is a professor in the Graduate School of Science at Kyoto University. Kyoto 

University is famous for its Primate Research Institute（霊長類研究所）, where researchers study 

monkeys, chimpanzees, gorillas, and so on. In fact, Prof. Yamagiwa used to work there as a 

research assistant when he was young. Now he is an expert on gorillas. Can you guess what the 

word “expert” means? 

S: I think an expert knows a lot of things. 

T: Exactly. An expert is a person who has a lot of special knowledge. Professor Yamagiwa is an 

expert on gorillas. He writes many books on gorillas. He often lived with the groups of gorillas. 

While living with them, he learned how to greet gorillas, a gorilla language and the rules in the 

society of gorillas. He lived with gorillas and learned how gorillas live. [showing his books to the 

students] 
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【ゴリラと人間との類似性】 

T: Then, let’s study further about the interesting things about gorilla that Prof. Yamagiwa 

introduced to us. Look at the pictures and Gorilla Facts. ②Do they look similar to us? Did you 

find something similar to us when you read the interview? 

S: They have bigger bodies and scary faces, but they are similar to humans. 

T: Right. They don’t look like us. Their bodies and faces are not similar to ours. Then, ③how are 

gorillas similar to humans? What do they do just as we do? (What about their actions? Do they 

make body contact?) 

S: They make eye contact with each other. 

T: Yes, they act like us. ④Why do they do so? What is the purpose of eye contact?  

S: To greet each other and to invite others to play. 

T: Correct. Again, ④why do they do so? Why is it important for them to greet each other or invite 

others to play? 

S: Because they want to keep good relationships through face-to-face communication instead of 

body contact. 

 

【“seem”の言語的ニュアンス（文法的気づき）】  

T: OK. You are right. Then, class, look at lines 14-15. It says that they “seem to” keep good 

relationships through face-to-face communication. It doesn’t say that they keep good 

relationships through face-to-face communication. What is the difference between these two 

expressions? Why did Professor Yamagiwa say that they seem to keep good relationships through 

face to face communication? 

T: Suppose you join an eco-tour and go to the forest where gorillas are living. Can you watch gorillas 

greeting each other by making eye contact? 

S: Yes, we can watch them greeting each other.  

T: How about inviting others to play? 

S: Yes, we can watch them inviting others to play. 

T: Yes. We can watch or observe these actions of gorillas. How about keeping good relationships 

through face to face communication? 

S: We can watch gorillas doing face to face communication. 

T: Yes, we can watch gorillas doing face-to-face communication, but can we really observe that 

face-to-face communication is useful for keeping good relationships with our own eyes? 

S: No, I don’t think so. 

T: OK. Let me make the point clear. As for observing greeting each other, or inviting others to play 

with our own eyes, are these facts or opinions? 

S: They are facts.  

T: Correct. How about keeping good relationship? Is it a fact or is it Prof. Yamagiwa’s opinion? 
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S: It is his opinion. 

T: That’s right. So I would like you to understand the meaning of “seem” in his speech. “Seem” is 

used when the speaker or the writer wants to express his or her own idea. 

 

【ゴリラと人間の類似性②】 

T: For gorillas, face-to face communication is important to keep good relationships. Then according 

to Professor Yamagiwa, what style of communication is an important base in human 

conversation? 

S: Face-to-face communication is. 

T: Now, class, think again about the similarities between gorillas and humans. Although humans 

and gorillas are different in appearance, like their body sizes, gorillas and humans have similar 

communication patterns, right? 

T: However, monkeys such as ニホンザル don’t make eye contact: They look away. Gorillas and 

humans are different from monkeys in the communication pattern. In fact, both gorillas and 

humans belong to the same animal group. What are gorillas and humans called? Does anyone 

know?  

S: Both gorillas and humans are apes. 

T: That’s right. Both gorillas and humans belong to the same animal group and monkeys don’t. You 

can see that the same animal group members, gorillas and humans have similar patterns. So 

gorillas and humans are “relatives”. 

 

【ゴリラと人間のコミュニケーション比較】 

T: All right, then. Think about our communication patterns which are similar to those of gorillas. 

When do you use eye contact? 

S: We usually use eye contact when we don’t want to speak. We can send a message through eye 

contact.  

T: Good answer. Do you think that eye contact can be a means of communication? 

S: Yes, I think so. 

T: Eye contact is not language, you know. A way of communicating in which we don’t use a language 

is called “non-verbal communication”. We can express a lot of things through eye contact or 

gestures.  

 

【人間の言語はどのように発達したのか】 

T: Thank you. All right. Let’s go back to the last opinion of Professor Yamagiwa. In his opinion, how 

did human languages develop? 

S: They developed from the style of communication, like face-to face communication.  

T: Yes, that’s what he said. Then, let’s think about how human languages developed. As we learned, 
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gorillas are similar to humans in making eye contact with each other. As for making eye contact, 

is there any difference between gorillas and humans? [showing the pictures of eye contact by 

gorillas]  

T: Look at how close they are when they make eye contact. Compared with humans, are they closer 

or do they stay a little bit away from each other? 

S: I think they are closer to each other. Humans are not as close to each other as gorillas. 

T: Good point. Then, why are gorillas closer to each other compared with humans? What is it that 

humans have and gorillas don’t have? 

S: I think it is a language. 

T: Exactly. Prof. Yamagiwa wrote in his book that humans developed languages, so we don’t have to 

get close to make eye contact.  

 

Lesson 4“Gorillas and Humans”【Part 2】 

 

【イントロダクション】 

T: Look at the picture on page 47. What are the gorillas doing? 

S: They are beating their chests. (They are doing chest beating)  

T: Exactly. In Japanese, chest beating is called ドラミング. Gorillas beat their chests like a drum. 

The chest of a male gorilla is just like a drum. When they breathe in, their chests swell (become 

larger) like a drum. Can you demonstrate chest beating like a gorilla? 

S: [demonstration of chest beating] 

T: Good job. One thing you have to notice is that gorillas do not beat their chests not with their fists 

but with their open hands, palms. This is the same way we humans beat drums, right? 

    

【ゴリラについてのイメージ】 

T: What was your impression of gorillas’ behavior before reading the textbook? 

S: I thought that gorillas were scary. 

T: I can imagine that. Then, what was the first impression of the interviewer about chest beating by 

gorillas? 

S: The interviewer thought that gorillas were very violent and dangerous. 

T: Yes, that’s right. The interviewer also said that she got scared when they beat their chests. What 

do you feel? Do you feel the same way? 

 

【ゴリラのイメージの背景的理由】 

T: I think that most of us think of gorillas as violent or aggressive. Why do you think we have such 

an image of gorillas? 

S: I think people think they are aggressive when they first see their big bodies and their chest 
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beating. 

T: Good point. In fact, when the people coming from Europe and America saw the chest beating by 

gorillas for the first time, they thought that gorillas were aggressive animals. Have you heard of 

the movie titled “King Kong”? It was produced in 1933. That movie helped give such an image of 

gorillas to people all over the world. King Kong was a giant gorilla, which was as big as monsters. 

In the movie, King Kong climbed up the building in New York, and did chest beating like a gorilla. 

T: Thanks to this movie, the image that gorillas are aggressive and violent has been fixed. This 

movie also gave us the wrong information that Gorilla beat their chests with fists, not with open 

hands. I guess most of you misunderstand that gorillas beat their chests with fists.  

 

【ドラミングが伝えるもの】 

T: Then, class, I would like you to remember what we have learned in Part 1. Gorillas are similar to 

humans in their actions. They try to communicate with each other, right? In this chest beating, 

there must be something that the gorillas want to convey. When humans have some ideas to 

convey, what do we use? Or what do we do? 

S: We speak and have a conversation.  

T: Exactly. We use the language and speak out to communicate. So, as we use languages as a 

communication tool, gorillas use chest beating instead. Chest beating is like a conversation 

between gorillas.   

T: Then, according to Professor Yamagiwa, ②What does the chest beating mean? Does it mean they 

are angry? 

S: It doesn’t always mean that they are angry. 

T: Right, gorillas beat their chests not only when they are angry but also when they have something 

to tell. Then ③why do they beat their chests or when do they beat their chests? 

S: (They do so) When they want to catch others’ attention, show excitement, or give warnings. 

T: Right. Gorillas beat their chests for three purposes; to catch others’ attention, to show excitement, 

and to give warnings. It seems that gorillas beat their chests in different circumstances. It must 

be an important communication tool. 

T: In the last lesson, I showed the pictures of gorillas playing. Do you remember that young gorillas 

were playing? ④Do young gorillas beat their chests when they are playing? 

S: They often beat their chests in turns when they are playing. 

T: ④Why do you think they do so? What do they want to do by beating their chest? 

S: They want to invite other gorillas to play. 

T: Correct. By beating their chests, young gorillas invite other gorillas to play, telling that they are 

very excited and encourage others to play more. 

T: What about human children? What do they do when they play? 

S: They shout at each other. 
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T: Correct. While playing, young gorillas beat their chests, while human children shout at each 

other. ④Are these two behaviors similar? 

S: Yes, I think so. 

T: How similar are they? Do both of the behaviors have a similar or the same purpose? 

S: Both young gorillas and young children want to communicate.  

T: Good answer. What do both young gorillas and young children want to show? 

S: I think they want to catch others’ attention, and show excitement. 

 

【人間の子供とゴリラの子供の類似性】  

T: Are there any similarities between young gorillas and young children? I will show you an 

example. Young children, especially babies, try to catch others’ attention. What do they do?  

Please show me an example.  

S: For example, babies cry when they are hungry. 

T: Why do they cry? 

S: Because they can’t speak a language. 

T: Right. Gorillas also do not have a language. They use other ways to communicate. Chest beating 

is a means of communication, right? Young babies use crying as a means of communication simply 

because they can’t speak. Can you find the similarities between these two behaviors?  

S: Yes. They use a communication tool other than speaking a language. 

 

【警告のためのドラミング及び“can”の言語的ニュアンス（文法的気づき）】 

T: OK. Then, ④can you find another example of chest beating? 

S: I think that the adult male gorillas of the group beat their chest when they give warnings. 

T: ④When do they give warnings? 

S: They beat their chests when two groups of gorillas are approaching each other. 

T: Correct. ④What can happen when two groups of gorillas meet? 

S: Trouble can happen. 

T: Correct. Does the trouble always happen? Trouble “can” happen doesn’t have the same meaning 

as trouble happens. Any volunteer? 

S: I think trouble doesn’t always happen. 

T: Good challenge! It means that it is possible that trouble happens. 

T: Why do you think trouble might happen when the two different groups are approaching? OK. 

Look at Gorilla Facts on page 47. It says that they live in groups of around 10 gorillas. If they get 

too close to each other, it means that they intrude on the territory of the other group. Do the 

gorillas beat their chests to express that they want to fight with other gorillas? 

S: No. 

T: Right. Class, I would like you to remember how gorillas beat their chests. Gorillas don’t use their 
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fists; they use their open hands. If gorillas beat with their fists, it will mean that they are ready to 

fight. Chest beating with open hands shows that gorillas must have different purposes. ④What 

do the gorillas beat their chests for? 

S: To give a warning to each other about coming closer to avoid trouble.  

T: Very good. They want to tell other gorillas, “I don’t mean to fight. Let’s separate from each other.” 

Remember the picture I showed you. [showing the picture again]  

T: When gorillas beat their chests, they stand up. This is not a good position for fighting. Prof. 

Yamagiwa described that gorillas beat their chests in order to suggest that each of the gorillas is 

as strong as the other, and they should leave each other without fighting. 

 

【平和的な動物】 

T: As you have learned in Part 2, gorillas are not violent animals. Chest beating looks scary, but it is 

a very useful means of communication to express what gorillas want to do. More importantly, 

they beat their chests to give warnings so that trouble may not happen. Have you changed your 

image of gorillas? 

S: Yes.   

T: What kind of image do you have? 

S: I think they are peaceful animals. 

 

Lesson 4“Gorillas and Humans”【Part 3】 

 

【これまでの流れのまとめ】 

T: In Part 1 and 2, we have found some surprising facts about gorillas. What did you learn so far? 

S: We learned that gorillas use eye contact to keep good relationships. 

T: That’s right. What else? 

S: They beat their chests. 

T: Do you remember why they beat their chests? Do they beat their chests because they are angry? 

S: No, not always.  

T: That’s right. Then why do they beat their chests? Are there other reasons? 

S: They do so when they want to catch others’ attention, show excitement, or give warnings.  

T: Correct. Young gorillas beat their chests. Do you remember when they beat their chests? 

S: They do so in turns when they are playing. 

T: Good. Do you also remember the other example of chest beating? 

S: Gorillas do so when two groups of gorillas are approaching each other. 

T: Are they young gorillas or adult gorillas? 

S: Adult gorillas.  

T: What do they beat their chests for? What is the purpose of chest beating? 
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S: Each group warns the other about coming closer.  

T: What will happen if each group comes closer? 

S: Trouble can happen. 

T: Do gorillas in each group want trouble to happen? 

S: No. They don’t want trouble to happen.  

T: That’s right. They give warnings by chest beating and avoid fighting by chest beating Gorillas 

use chest beating as a means of communication, as they use eye contact. Before you learned about 

gorillas in Parts 1 and 2, what was your impression of gorillas? 

S: I thought gorillas were aggressive animals because they have big bodies and scary faces.  

T: You mean you thought of gorillas as aggressive animals because of their appearance?  

S: Yes.  

T: Any other opinion? 

S: I thought they were aggressive animals because they beat their chests.  

T: OK. Their action made you think that gorillas are aggressive, right? Then how have your 

impressions of gorillas changed? 

S: After I learned about gorillas, my impression changed. Now I think that gorillas are peaceful 

animals. 

S: I also have changed my idea. Now I know gorillas have good communication tools such as eye 

contact and chest beating. I thought chest beating was an aggressive action, but I learned chest 

beating has different meaning.  

T: I’m very impressed with your opinions.   

 

【イントロダクション】 

T: In the beginning of the interview in Part 3, how does the interviewer describe gorillas? What is 

her idea? 

S: In her idea, gorillas are peaceful animals. 

T: Right. Gorillas seem to be peaceful animals. How do they live? Class, please look again at Gorilla 

Facts on page 47. What does it say? 

S: Gorillas live in groups of around 10 members. Each group has a male and a few females and 

children.  

 

【仲裁役としてのメスゴリラ・子供のゴリラ】 

T: Right. They seem to keep in harmony with the other group members without fighting, avoiding 

physical contact. However, are they always peace-loving animals? ②Don’t they fight each other? 

S: They sometimes fight for food in their group. 

T: Does it mean that gorillas are not peace-loving animals? 

S: Gorillas sometimes fight for food, but I still think gorillas are peaceful animals.  
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T: That’s right. Gorillas sometimes fight for food. ②When two gorillas fight for food, do they keep 

fighting each other until one of them gets food? 

S: No, they don’t.  

T: O.K. ③Do these fighting gorillas stop fighting naturally, or do other gorillas act as peace-makers, 

or make peace between these gorillas, and stop the fight? 

S: Other gorillas usually try to stop the fight. 

T: Correct. Other gorillas stop the fight from continuing. When humans are fighting, who stops the 

fight? 

S: I think stronger or more powerful people may stop the fight. 

T: Good answer. Then how about gorillas? ③Who stops the fight in the gorillas’ world?  

S: Smaller gorillas such as females or younger ones do. 

T: Exactly. It is quite different from the ways humans usually try to stop the fight, isn’t it? Female 

gorillas or younger gorillas usually stop the fight between the angry gorillas, whose bodies are 

larger.  

T: ④Then, how do the smaller gorillas stop the fight?  

S: Through eye contact.  

T: What happens then? After the smaller gorillas make eye contact with the fighting gorillas, what 

do they do next? 

S: They approach the larger gorillas and stare at them. Then, the angry gorillas move away from 

each other. 

T: That’s right. Can you guess why the angry gorillas move away from each other? Any volunteer? 

S: I think the smaller gorillas make eye contact and try to say, “Fighting is not good. Be friends 

again” and the angry gorillas understand it. 

T: Good try. Then, what do the angry gorillas do after they understand the smaller gorillas? 

S: They will not be angry anymore.  

T: Good answer. They will calm down. The angry gorillas can understand that the smaller gorillas 

try to persuade them to stop the fight. 

 

【力による解決の弊害】 

T: Then, ④what would happen if other larger gorillas used force to stop a fight? 

S: If other large gorillas use force to stop a fight, frustration remains and another fight may happen.   

T: Then, what happens if smaller gorillas stop a fight? 

S: The angry gorillas stop fighting. There is no more fighting and no frustration remains.  

T: ④Why does no frustration remain when smaller gorillas stop the fight? 

S: Smaller gorillas don’t use force. They use eye contact instead. 

T: Good point. Smaller gorillas use eye contact instead of force .Gorillas can stop the fight willingly 

thanks to the peacemaking action by the smaller gorillas. The larger gorillas, who are more 
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powerful than females or younger gorillas, accept the less powerful gorillas and can calm down 

their excitement and control their own actions. Since the larger angry gorillas stop the fight 

through their own choice, no frustration remains. 

 

【ニホンザルについて】 

T: For further knowledge, do you remember what I told you about ニホンザル? For Nihonzaru, 

staring at each other is a kind of threatening. Only stronger monkeys can stare at the other. The 

weaker monkey has to look away. If the weaker monkey looks back at the stronger one, they will 

be attacked by the stronger ones. You can see the difference in the use of eye contact between 

these two animals, apes and monkeys  

T: Now, class, in Part 3, so far we have learned another good way for gorillas to use eye contact. The 

smaller gorillas, who are usually less powerful, make eye contact to stop the fight between the 

larger gorillas. So they keep further trouble from happening within their group. In other word, 

they can solve the problems in a peaceful way without using force.  

 

【人間の紛争解決手段】 

T: Class, I would like you to think about what humans do. What do we usually do to stop fighting? 

S: We use force. 

T: We often use force to control other people. Sometimes countries use force. What kind of force do 

the countries use? I mean, what do the countries do? 

S: I think the countries start war.  

T: Good answer. They use great military force to stop fights between countries. There must be 

another kind of force that countries can use. What do you think it is? Any volunteer? 

S: I think it is economic power.  

T: Exactly. True, some countries send military force (troops) to other countries at war to stop 

fighting. For example, some countries sent military troops to Afghanistan to stop the war there.  

Also, the United Nations uses the economic force called ‘economic sanction’s on countries such as 

Iraq which are thought to threaten the international community to force them to change their 

policy. By using the economic sanction, some countries or groups such as the United States try to 

damage the economy in the countries at war and make people living there worse and encourage 

them to stop the war. When do you think people feel their lives are getting worse?  

S: When they don’t have enough food and goods 

T: Good point. Then how do they use their economic power to harm the people’s lives? Any 

volunteer? 

S: They stop exporting goods that people need for their daily lives.  

T: That’s right. Some countries stop exporting goods that people use for their daily lives. Sometimes 

they stop importing goods such as oil from the countries at war. People there may lose the ways to 
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get profit. That makes the lives of people there worse. Do you think that military or economic 

force can solve all the problems in the world? 

S: No, I don’t think so. 

 

【人間が学ぶべきこと】 

T: Yes. Take the countries in the Middle East for example. Wars break out one after another. Why 

can’t we stop the wars? Think about gorillas. Why can gorillas stop the fight? 

S: Because they don’t use force.  

T: Exactly. That’s what I want you all to think about. Any opinion? 

S: I think if we continue to use force, we cannot stop wars.  

T: Good point. If we use force, whether it is military or economic, we might start another war. The 

more force we use, or the more often we use force, the more we hate each other. 

T: Actually, in the world, some countries have used military or economic power to stop wars. 

However, there still remain wars in the world. Or other countries start to hate each other and the 

new wars break out. A peaceful world has not yet been realized. In contrast to the human world, 

gorillas can avoid fights without using force, right? 

T: In this lesson, what can we learn from gorillas? 

S: Smaller gorillas use eye contact for stopping a fight among larger gorillas. They don’t use force. 

They use eye contact as a peaceful means of communication. This is the lesson we can learn from 

gorillas. 

 

Lesson 4“Gorillas and Humans”【Part 4】 

 

【これまでの流れのまとめ】 

T: In Parts 1-3, we learned about some interesting and surprising facts about gorillas. They are 

similar to us humans in the way they communicate with each other. We mostly use our languages 

as a means of communication. In contrast, gorillas have their own communication styles by using 

their bodies, such as eye contact and chest beating. I have to remind you that such 

communication styles gorillas use are the importance basis for human conversation. Our 

language developed from this style of communication. We also learned that gorillas are not 

aggressive animals; they are peaceful animals. Through eye contact communication and chest 

beating, they can prevent fighting without using force.  

  

【ゴリラの生息地の確認】 

T: In Part 4, let‘s learn something very serious which is happening in the regions where gorillas are 

living. Before beginning to study Part 4, I have to make sure in which countries of Africa most of 

the gorillas live. Look at the map on the worksheet again. (Look at the map on p.44 of the 
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textbook.) As you can see, there are 3 main areas for gorillas to live in. They are Nigeria, the 

Western part of Congo, and the Eastern part of Congo near Lake Edward. 

 

【ゴリラの現在の状況】 

T: Now, let’s learn what is happening in where gorillas live in Africa. ②What is the present 

situation of gorillas? What is happening to them? Are they increasing in their numbers? (Or are 

they under the threat of extinction?) 

S: Their numbers have been decreasing and they are becoming extinct. 

T: Right. Actually gorillas are in a very dangerous situation. They are threatened with dying out.  

How many gorillas used to live in Africa ten years ago? 

S: About 120,000 gorillas lived there. 

T: Then how many are living now? 

S: Only 30,000 to 50,000 of them are living now.  

T: That’s right. In other words, the number has become less than half of that of ten years ago. It is 

said if we do not change this situation right now, they may be extinct in 10 to 30 years.  

 

【絶滅危惧種補足】 

T: Now gorillas can be called an endangered species. Can you guess what it means? 

S: I think gorillas are decreasing in number. 

S: Gorillas will disappear from the earth. 

T: Good guess. Gorillas will die out. An endangered species is an animal which is dying out from the 

earth. In other words, they are becoming extinct.  

T: As you can see in the handout, a gorilla is an endangered species categorized as CR in the Red 

List. CR stands for “Critically Endangered”. It means that gorillas are very likely to be extinct in 

the wild in the very near future. 

 

【ゴリラ絶滅の危機の原因 】 

T: ③What are considered to be causes of this situation, then? 

S: People have been destroying the living areas of gorillas in the forest. 

T: ④Why have people been destroying the living areas of gorillas? 

S: To collect rare metals produced in Africa. 

T: Yes, Africa is an important area for producing rare metals. Then, ④what else is happening in the 

living areas of gorillas? 

S: Hunting gorillas for their meat has been increasing.  

T: Correct. Can you guess the reason? Does hunting gorillas have something do with mining rare 

metals? 

S: When people work to find rare metals in the forest, they need food. So they hunt wild animals for 
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their food.  

T: Exactly. You are right. While working in the habitat of gorillas, they hunt gorillas for their food. 

People eat gorillas. It is called “bush meat”. (Not only that, they also eat elephants and rhinos.) 

Mining rare metals has caused destroying the living area for gorillas and hunting gorillas for 

food.  

 

【レアメタル採掘事例：コンゴ】 

T: OK. Let’s study a little bit further about the countries where rare metals are produced. Look at 

the supplementary material補充資料 written in Japanese.（TM補充資料集③, p.22）Can you see 

which part of Africa produces rare metals? 

S: Congo. 

T: Correct. Congo is one of the countries where gorillas live. Congo is an important habitat for 

gorillas. At the same time, Congo produces rare metals. In the Republic of Congo, they are 

digging, or mining rare metals.  

T: Look at 補充資料 again. Can you understand what kind of rare metals Congo produces? 

S: Yes, it is coltan. 

T: That’s correct. Coltan is also called tantalite. Congo is a main producing area of tantalite.  

T: People are mining rare metals. They have been destroying the living areas of  gorillas in the 

forest.  

 

【レアメタル使用の目的】 

T: OK. Then, ④what do you use rare metals for? Why do we need them? 

S: To use them in cellphones. 

T: That’s right. Look at the picture on the top of p.51. You can see how many rare metals are used in 

cellphones. And I would like you to pay attention to タンタル. That is tantalite, or coltan, which 

is produced in Congo.  

T: Tantalite is very important for downsizing cellphones, that is, making cellphones become smaller, 

or improving their performance and making cellphones better. We especially, need tantalite to 

make condensers for cellphones. 

T: ④Do you know other things which use rare metals? 

S: Personal computers and game machines.  

T: That’s correct. Don’t you think cellphones, personal computers and game machines are necessary 

for our daily life? 

S: Yes, I think so.  

T: Can we live without these devices? 

S: No. 

T: Why not? 
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S: Because we use my cellphones every day.  

S: I love computer games. I cannot spend a single day without playing my favorite computer games. 

S: Without computers, I cannot send e-mails. Without smart phones, I cannot use LINE and cannot 

talk with my friends over the phone. 

S: Computers are related to human lives. We cannot spend a single day without using computers.  

S: Computers make our daily lives comfortable and convenient.  

T: All right. We can see rare metals play an important role when we enjoy convenient lives.  

 

【レアメタル採掘・盗掘がもたらす影響】 

T: As you can see, we cannot live our modern life without rare metals.  

Do you think that rare metals can bring a lot of money to people in African countries? 

S: Yes, I think so. 

T: Good point. The governments in Africa, such as Congo, continue to dig up rare metals even 

though they have been cutting down the trees and destroying the environment.  

T: Not only governments but also their citizens are trying to look for metals to make money. Then, 

how do they find rare metals? Do the governments allow all people to mine rare metals? 

S: No, I don’t think so. 

 

【アフリカ諸国の内戦事情】 

T: Then, what do they do? 

S: They dig rare metals secretly without permission.  

S: They dig rare metals against laws. 

T: Good try. Good answer. They mine rare metals illegally. These metals are often illegally exported 

to the countries where rare metals are really needed.   

T: Now, class. I want to ask you a further question: Can the government ask people to stop digging 

metals secretly? The answer is that it is difficult for the government to do so. I will tell you why. 

In some African countries, such as Congo, or Rwanda, there have been wars between the groups 

of people who live in the same country. This is called “civil war”, 内戦. Wars between the 

government and the groups of people who are against government break out. Because of the 

confusion in civil wars, the government cannot control its citizens. They mine rare metals illegally. 

These metals are often illegally exported to the countries where rare metals are really needed.  

What is more, in Congo, Rwanda, and Uganda, the military groups which are against their 

governments mine rare metals illegally to make money. They buy weapons with the money. In 

these countries, there were civil wars, wars between the people of the same country. These wars 

did serious damage to the living areas of gorillas.  

T: Remember. These rare metals are produced in the living areas of gorillas. Gorillas are becoming 

extinct because their living areas have been destroyed by humans. I would like you to understand 
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that although we are living far away from Africa where gorillas live, our modern convenient life is 

connected with the fact that gorillas are becoming extinct.  

 

【ゴリラを絶滅から救うためにできること：リサイクル】 

T: So, there must be something we can do to save their lives. What can we do for gorillas? What 

should each of us do? 

S: I think that we should recycle mobile phones. 

T: That’s right. Good point. Take the amount of tantalite used in the electronic devices in Japan for 

example. The total amount of tantalite in these devices in Japan is 1,700 tons, which is equal to 

16 % of the tantalite reserves. In other words, the cities in Japan are like mines of rare metals. If 

we recycle mobile phones, we will be able to reuse rare metals.  

 

【ゴリラを絶滅から救うためにできること：募金】 

T: What else can we do? 

S: We can collect (raise) money and send it to Africa to protect gorillas.  

T: Good idea. When we talk about collecting, or raising money, I’d like to tell you about a famous 

woman who worked very hard for gorillas. Her name is Dian Fossey. She worked very hard to let 

people in the world know about the gorillas and how difficult it is for gorillas to live on in their 

habitats. This is Dian Fossey. [showing her photo] 

T: You must remember that she wrote her book “Gorillas in the Mist”, and the book was made into a 

movie. This is the DVD whose title is “GORILLAS IN THE MIST: The Adventure of Dian Fossey”. 

[showing the DVD] 

T: Dian died in 1985, and it is said that she was killed. Her death is still a mystery. We still don’t 

know who killed her.  She was and is still famous for her effort to protect the gorillas. After her 

death, the Dian Fossey Gorilla Foundation was established. In fact, you can find the HP of the 

Dian Fossey Gorilla Foundation. You can donate money to this foundation. This foundation 

cooperates with the governments of Uganda, Rwanda and Congo to preserve the living areas of 

gorillas and protect them.  

 

【ゴリラを絶滅から救うためにできること：地元民への環境教育・NGO活動】 

T: Any other opinion? 

S: I think that people should learn more about gorillas and what is happening to them.  

T: Good point. What kind of people should learn about gorillas? I mean local people or people living 

outside of the countries where gorillas live?  

S: I think both. 

T: Then, why do you think the people in the living areas have to know about gorillas?  

S: Because they have a tradition to eat bush meat, and destroy the forest where gorillas live or hunt 
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gorillas.  

T: Exactly. Let me tell you one activity for educating people about protecting gorillas and their 

living areas. It is called ‘Popof ’ , an NGO founded in Congo. Prof. Yamagiwa got involved in the 

foundation of Popof. It aims at preserving gorillas and promoting the education to preserve the 

natural environment. 

  

【ゴリラを絶滅から救うためにできること：エコツーリズム】 

T: Let me tell you about another program. This is called ‘Gorilla Tourism.”  People combine 

protecting gorillas with economic activities. They protect national parks where gorillas live and 

invite tourists from all over the world to watch gorillas.  

T: On a Gorilla Tour, only one tourist group of 6-7 people can visit the forest where gorillas live. 

They have to stay 7m away from the gorillas and watch how groups of gorillas live in the wild. 

This is a very valuable tour. Thanks to this project, the number of hunters has decreased and the 

number of gorillas has begun to recover again.  

 

【レッスン全体まとめ】 

T: In this lesson, you have learned a lot about gorillas. Human beings and gorillas are very similar: 

Both humans and gorillas communicate though gorillas have different communication tools from 

ours. It is we humans who created the aggressive image of gorillas because of their appearances 

and our misunderstanding of their behaviors. Gorillas are in danger of extinction. As you can see, 

we humans are responsible for making the gorilla an endangered species. We pursue a modern 

and comfortable life using electronic devices such as computers and mobile phones. We cannot 

live without these devices.  

T: But remember, class, it is totally up to us humans to preserve where gorillas live. Gorillas and 

humans are both apes: we belong to the same animal category, or group. We have to coexist, live 

together in harmony. If gorillas die out from the earth, it means their living areas will have been 

totally destroyed. It also means that global environmental destruction will have become more 

serious, worsened.  

T: It seems to me that gorillas are very close to us humans. If gorillas should die out, we               

might lose our ‘relative’. Then, what kind of animals will die out after gorillas become extinct? I 

would like you to think about it.  
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